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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波システムであって、
　超音波信号を対象体に送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信して前記対
象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部と、
　ユーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリー
ンインターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成部
と、
　回転可能で、前記超音波映像及び前記タッチスクリーンインターフェースをディスプレ
イし、前記タッチスクリーンインターフェースを通じて前記ユーザの要請の入力を受ける
ように動作するディスプレイ部と、
　前記超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースのディスプレイを制御し、前記
ユーザの要請を考慮して前記超音波映像の形成を制御するように動作する制御部と、を備
え、
　前記制御部は、前記ディスプレイ部の回転によって前記ディスプレイ部の一部領域上に
前記タッチスクリーンインターフェースを活性化することを特徴とする超音波システム。
【請求項２】
　前記ディスプレイ部の回転を感知して感知信号を形成するように動作する感知部
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
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　前記感知部は、
　前記ディスプレイ部が０゜～４５゜の範囲で回転したものと判断されれば、第１の感知
信号を形成し、前記ディスプレイ部が４５゜～９０゜の範囲で回転したものと判断されれ
ば、第２の感知信号を形成するように動作することを特徴とする請求項２に記載の超音波
システム。
【請求項４】
　前記タッチスクリーンインターフェースは、
　超音波診断モードの選択のための複数の診断モードボタンと前記超音波システムの設定
のためのユーティリティボタンを備える第１のタッチスクリーンインターフェースと、
　前記第１のタッチスクリーンインターフェースの各ボタンに該当する複数の映像調節ボ
タン及び複数の設定ボタンを備える第２のタッチスクリーンインターフェースと
を備えることを特徴とする請求項３に記載の超音波システム。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記第１の感知信号を考慮して第１のディスプレイ領域と第２のディスプレイ領域のそ
れぞれを前記ディスプレイ部の画面領域の左右側に設定し、前記超音波映像を前記第１の
ディスプレイ領域にディスプレイし、前記タッチスクリーンインターフェースを前記第２
のディスプレイ領域にディスプレイすることを制御するように動作することを特徴とする
請求項４に記載の超音波システム。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記第２の感知信号を考慮して第３のディスプレイ領域と第４のディスプレイ領域のそ
れぞれを前記ディスプレイ部の画面領域の上下側に設定し、前記超音波映像を前記第３の
ディスプレイ領域にディスプレイし、前記タッチスクリーンインターフェースを前記第４
のディスプレイ領域にディスプレイすることを制御するように動作することを特徴とする
請求項４に記載の超音波システム。
【請求項７】
　超音波システムであって、
　超音波信号を対象体に送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信し、前記対
象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部と、
　ユーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリー
ンインターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成部
と、
　回転可能で、前記超音波映像及び前記タッチスクリーンインターフェースをディスプレ
イし、前記タッチスクリーンインターフェースを通じて前記ユーザの要請の入力を受ける
ように動作するディスプレイ部と、
　前記ディスプレイ部の回転を感知し回転感知信号を形成し、前記ディスプレイ部へのユ
ーザの接近を感知し接近感知信号を形成するように動作する感知部と、
　前記回転感知信号及び前記接近感知信号を考慮して前記超音波映像及び前記タッチスク
リーンインターフェースのディスプレイを制御し、前記ユーザの要請を考慮して前記超音
波映像の形成を制御するように動作する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記回転感知信号に基づき前記ディスプレイ部の一部領域上に前記タッ
チスクリーンインターフェースを活性化することを特徴とする超音波システム。
【請求項８】
　前記タッチスクリーンインターフェースは、
　超音波診断モードの選択のための複数の診断モードボタンと前記超音波システムの設定
のためのユーティリティボタンを備える第１のタッチスクリーンインターフェースと、
　前記第１のタッチスクリーンインターフェースの各ボタンに該当する複数の映像調節ボ
タン及び複数の設定ボタンを含む第２のタッチスクリーンインターフェースと
を備えることを特徴とする請求項７に記載の超音波システム。
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【請求項９】
　前記感知部は、
　前記ディスプレイ部の回転を感知し前記回転感知信号を形成するように動作する回転感
知部と、
　前記ディスプレイ部へのユーザ接近を感知し前記接近感知信号を形成するように動作す
る接近感知部と
を備えることを特徴とする請求項８に記載の超音波システム。
【請求項１０】
　前記回転感知部は、
　前記ディスプレイ部が０゜～４５゜の範囲で回転したものと判断されれば、第１の回転
感知信号を形成し、前記ディスプレイ部が４５゜～９０゜の範囲で回転したものと判断さ
れれば、第２の回転感知信号を形成するように動作することを特徴とする請求項９に記載
の超音波システム。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記第１の回転感知信号を考慮して第１のディスプレイ領域と第２のディスプレイ領域
のそれぞれを前記ディスプレイ部の画面領域の左右側に設定し、前記超音波映像を前記第
１のディスプレイ領域にディスプレイし、前記第１のタッチスクリーンインターフェース
を前記第２のディスプレイ領域にディスプレイし、前記接近感知信号を考慮して前記第２
のタッチスクリーンインターフェースを前記第２のディスプレイ領域にディスプレイする
ことを制御するように動作することを特徴とする請求項１０に記載の超音波システム。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　前記第２の回転感知信号に基づいて第３のディスプレイ領域と第４のディスプレイ領域
のそれぞれを前記ディスプレイ部の画面領域の上下側に設定し、前記超音波映像を前記第
３のディスプレイ領域にディスプレイし、前記第１のタッチスクリーンインターフェース
を前記第４のディスプレイ領域にディスプレイし、前記接近感知信号に基づいて前記第２
のタッチスクリーンインターフェースを前記第４のディスプレイ領域にディスプレイする
ように動作することを特徴とする請求項１０に記載の超音波システム。
【請求項１３】
　超音波システムであって、
　超音波信号を対象体に送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信し、前記対
象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部と、
　ユーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリー
ンインターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成部
と、
　縦の長さが横の長さより長い画面領域を有し、前記超音波映像及び前記タッチスクリー
ンインターフェースをディスプレイし、前記タッチスクリーンインターフェースを通じて
前記ユーザの要請の入力を受けるように動作するディスプレイ部と、
　前記ディスプレイ部の第１のディスプレイ領域と第２のディスプレイ領域のそれぞれを
前記ディスプレイ部の画面領域の上下側に設定し、前記ディスプレイ部の回転によって前
記超音波映像を前記第１のディスプレイ領域にディスプレイし、前記第１のタッチスクリ
ーンインターフェースを前記第２のディスプレイ領域にディスプレイすることを制御し、
前記ユーザの要請を考慮して前記超音波映像の形成を制御するように動作する制御部と
を備えることを特徴とする超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波システムに関し、より詳細にはタッチスクリーンが装着されたディス
プレイ部を備える超音波システムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　超音波システムは、無侵襲及び非破壊特性を有しており、対象体内部の情報を得るため
の医療分野に広く用いられている。超音波システムは、人体を直接切開して観察する外科
手術の必要なく、 対象体内部の高解像度の映像をリアルタイムで医者に提供することが
できるので、医療分野に非常に重要なものとして用いられている。
【０００３】
　一般に、ユーザの便利な制御のために超音波システムでは、タッチスクリーン（ｔｏｕ
ｃｈ　ｓｃｒｅｅｎ）が追加でサポートされるが、タッチスクリーンをサポートするため
にはタッチパネルＬＣＤ（ｔｏｕｃｈ　ｐａｎｅｌ　Ｌｉｑｕｉｄ－Ｃｒｙｓｔａｌ－Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）と別途のグラフィックカード（ｇｒａｐｈｉｃ　ｃａｒｄ）が追加でサポ
ートされなければならない。これは原価負担をもたらす。
【０００４】
　また、既存の超音波システムは、一般に４：３あるいは１６：９のような縦に比べて横
が広い比率でディスプレイ（ｄｉｓｐｌａｙ）画面が構成されている。ＬＣＤ（ｌｉｑｕ
ｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）のようなフラットディスプレイ装置が普及され
るに連れて画面解像度も相対的に高くなったが、イメージ領域をビデオ信号出力を用いて
外部にサポートしなければならない超音波システムの特性上、ビデオ領域内に活用できな
い空間が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２９９６５２号公報
【特許文献２】特開２００３－１９０１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、タッチスクリーン領域を含むディスプレイ部が備えられる超音波システムを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の超音波システムは、超音波信号を対象体に送信して該対象体から反射される超
音波信号を受信して該対象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部と、ユ
ーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリーンイ
ンターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成部と、
回転可能で、該超音波映像及び該タッチスクリーンインターフェースをディスプレイし、
該タッチスクリーンインターフェースを通じて該ユーザの要請の入力を受けるように動作
するディスプレイ部と、該超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースの形成及び
ディスプレイを制御するように動作する制御部とを備え、該制御部は、該ディスプレイ部
の回転によって該ディスプレイ部の一部領域上に該タッチスクリーンインターフェースを
活性化する。
【０００８】
　また、本発明の超音波システムは、超音波信号を対象体に送信して該対象体から反射さ
れる超音波信号を受信し、該対象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部
と、ユーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリ
ーンインターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成
部と、回転可能で、該超音波映像及び該タッチスクリーンインターフェースをディスプレ
イし、該タッチスクリーンインターフェースを通じて該ユーザの要請の入力を受けるよう
に動作するディスプレイ部と、該ディスプレイ部の回転を感知して回転感知信号を形成し
、該ディスプレイ部へのユーザの接近を感知して接近感知信号を形成するように動作する
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感知部と、該超音波映像及び該タッチスクリーンインターフェースの形成を制御し、該回
転感知信号及び該接近感知信号に基づいて該超音波映像及び該タッチスクリーンインター
フェースのディスプレイを制御するように動作する制御部とを備え、該制御部は、該回転
感知信号に基づき該ディスプレイ部の一部領域上に該タッチスクリーンインターフェース
を活性化する。
【０００９】
　また、本発明の超音波システムは、超音波信号を対象体に送信して該対象体から反射さ
れる超音波信号を受信し、該対象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部
と、ユーザの要請をタッチ方式で入力を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリ
ーンインターフェースを形成するように動作するタッチスクリーンインターフェース形成
部と、画面の縦の長さが画面の横の長さより長く、該超音波映像と該タッチスクリーンイ
ンターフェースをディスプレイし、該タッチスクリーンインターフェースを通じて該ユー
ザの要請の入力を受けるように動作するディスプレイ部と、該ディスプレイ部の第１のデ
ィスプレイ領域と第２のディスプレイ領域のそれぞれを該ディスプレイ部の画面領域の上
下側に設定し、該ディスプレイ部の回転によって該超音波映像を該第１のディスプレイ領
域にディスプレイし、該第１のタッチスクリーンインターフェースを該第２のディスプレ
イ領域にディスプレイすることを制御し、該ユーザの要請を考慮して該超音波映像の形成
を制御するように動作する制御部と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の超音波システムは、ディスプレイ部とタッチスクリーンとを一体型に具現して
コスト削減が可能であり、ディスプレイ部に表示される超音波映像と超音波映像の操作の
ためのタッチスクリーンとの間の視線移動距離を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態による超音波システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態によるディスプレイ部の回転状態を示す例示図である。
【図３】本発明の第１の実施形態によるディスプレイ部の第１及び第２のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースを
示す例示図である。
【図４】本発明の第１の実施形態によるディスプレイ部の第３及び第４のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースを
示す例示図である。
【図５】本発明の第２の実施形態による超音波システムの構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第２の実施形態によるディスプレイ部の第１及び第２のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像及び第１のタッチスクリーンインターフェ
ースを示す例示図である。
【図７】本発明の第２の実施形態によるディスプレイ部の第１及び第２のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像と第１及び第２のタッチスクリーンインタ
ーフェースを示す例示図である。
【図８】本発明の第２の実施形態によるディスプレイ部の第３及び第４のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像及び第１のタッチスクリーンインターフェ
ースを示す例示図である。
【図９】本発明の第２の実施形態によるディスプレイ部の第３及び第４のディスプレイ領
域のそれぞれにディスプレイされた超音波映像と第１及び第２のタッチスクリーンインタ
ーフェースを示す例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施の形態１
　以下、添付した図面を参照して本発明の多様な実施形態について詳細に説明する。ただ
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し、以下の説明で本発明の要旨を不要にぼかすおそれがある場合には広く知られた機能や
構成に関する具体的説明は省略することにする。
【００１３】
　図１は、本発明の第１の実施形態による超音波システムの構成を示すブロック図である
。一方、図１に示してはいないが、超音波システム１００はユーザ要請の入力を受けるよ
うに動作するコントロールパネルをさらに備える。ここで、ユーザ要請は超音波映像のデ
ィスプレイモード選択、患者情報ディスプレイ要請、超音波映像の回転、拡大及び縮小、
各種利得（ｇａｉｎ）調節、対象体のサイズ測定、カーソルの移動などを含む。
【００１４】
　超音波診断部１１０は、超音波信号を対象体（図示せず）に送信して対象体から反射さ
れる超音波信号を受信して対象体の超音波映像を形成する。本実施形態で超音波診断部１
１０は、超音波信号を送受信するように動作するプローブ（図示せず）、超音波信号の送
信集束及び受信集束を行うように動作するビームフォーマ（ｂｅａｍ　ｆｏｒｍｅｒ）（
図示せず）及び受信集束された信号に基づいて対象体の超音波映像を形成するように動作
する映像処理部（図示せず）を備える。
　タッチスクリーンインターフェース形成部１２０は、ユーザの要請をタッチ方式で入力
を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリーンインターフェースを形成する。本
実施形態でタッチスクリーンインターフェースは図３及び図４に示した通り、第１のタッ
チスクリーンインターフェース２１０及び第２のタッチスクリーンインターフェース２２
０を備える。第１のタッチスクリーンインターフェース２１０は、超音波診断モードの選
択のための複数の診断モードボタン２１２と超音波システム１００の設定のためのユーテ
ィリティボタン２１４とを備える。第２のタッチスクリーンインターフェース２２０は、
第１のタッチスクリーンインターフェース２１０の各ボタンに該当する複数の映像調節ボ
タン及び複数の設定ボタンを備える。
【００１５】
　ディスプレイ部１３０は、超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースをディス
プレイする。これに合せて、ディスプレイ部１３０は、ユーザのタッチを感知してそれに
よる感知信号（以下、タッチ感知信号という）を形成する。本実施形態でディスプレイ部
１３０は、タッチパネルＬＣＤ（ｔｏｕｃｈ　ｐａｎｅｌ　Ｌｉｑｕｉｄ－Ｃｒｙｓｔａ
ｌ－Ｄｉｓｐｌａｙ）によって具現できる。一方、ディスプレイ部１３０はユーザによっ
て回転可能である。
【００１６】
　感知部１４０は、ディスプレイ部１３０の回転を感知してそれによる感知信号（以下、
回転感知信号という）を形成する。本実施形態で感知部１４０は、ディスプレイ部１３０
の回転を感知し、図２に示した通り、予め定られた角度（例えば０゜）を基準にディスプ
レイ部１３０が０゜～４５゜の範囲（Ｐ２）内で回転したものと判断されれば、第１の回
転感知信号を形成し、ディスプレイ部１３０が４５゜～９０゜の範囲（Ｐ１）内で回転し
たものと判断されれば、第２の回転感知信号を形成する。
【００１７】
　制御部１５０は、超音波信号の送受信を制御する。また、制御部１５０は超音波映像及
びタッチスクリーンインターフェースの形成を制御する。これに合せて、制御部１５０は
感知部１４０からの回転感知信号に基づいて超音波映像及びタッチスクリーンインターフ
ェースのディスプレイを制御する。本実施形態で制御部１５０は、感知部１４０から第１
の回転感知信号が入力されれば、図３に示した通り、第１のディスプレイ領域１３１及び
第２のディスプレイ領域１３２のそれぞれをディスプレイ部１３０の画面領域の左右側に
設定し、超音波診断部１１０からの超音波映像（ＵＩ）を第１のディスプレイ領域１３１
にディスプレイし、タッチスクリーンインターフェース形成部１２０からのタッチスクリ
ーンインターフェースを第２のディスプレイ領域１３２にディスプレイする。この時、第
１のディスプレイ領域１３１と第２のディスプレイ領域１３２とのサイズ比率は、ディス
プレイ部１３０の長手方向、即ち横方向に３：１になり得る。また、制御部１５０は感知
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部１４０から第２の回転感知信号が入力されれば、図４に示した通り第３のディスプレイ
領域１３３及び第４のディスプレイ領域１３４をディスプレイ部１３０の画面領域の上下
側に設定し、超音波診断部１１０からの超音波映像（ＵＩ）を第３のディスプレイ領域１
３３にディスプレイして、タッチスクリーンインターフェース形成部１２０からのタッチ
スクリーンインターフェースを第４のディスプレイ領域１３４にディスプレイする。この
時、第３のディスプレイ領域１３３と第４のディスプレイ領域１３４のサイズ比率は、デ
ィスプレイ部１３０の長手方向、即ち縦方向に７：１になり得る。一方、制御部１５０は
ディスプレイ部１３０からタッチ感知信号が入力されれば、入力されたタッチ感知信号を
考慮して超音波映像の形成とともに超音波システム１００の動作を制御する。
【００１８】
　前述した実施形態では、制御部１５０が第１の回転感知信号に基づいて第１のディスプ
レイ領域１３１及び第２のディスプレイ領域１３２のそれぞれをディスプレイ部１３０の
画面領域の左右側に設定するものと説明したが、それだけに極めて限定されない。他の実
施形態で制御部１５０は、第１の回転感知信号に基づいて第１のディスプレイ領域及び第
２のディスプレイ領域それぞれをディスプレイ部１３０の画面領域の上下側に設定するこ
ともできる。
【００１９】
実施の形態２
　図５は、本発明の第２の実施形態による超音波システムの構成を示すブロック図である
。一方、図６に示していないが、超音波システム３００はユーザ要請の入力を受けるよう
に動作するコントロールパネルをさらに備える。ここで、ユーザ要請は超音波映像のディ
スプレイモード選択、患者情報ディスプレイ要請、超音波映像の回転、拡大及び縮小、各
種利得（ｇａｉｎ）調節、対象体のサイズ測定、カーソルの移動などを含む。
【００２０】
　超音波診断部３１０は、超音波信号を対象体（図示せず）に送信して対象体から反射さ
れる超音波信号を受信して対象体の超音波映像を形成する。本実施形態で超音波診断部３
１０は、超音波信号を送受信するように動作するプローブ（図示せず）、超音波信号の送
信集束及び受信集束を行うように動作するビームフォーマ（ｂｅａｍ　ｆｏｒｍｅｒ）（
図示せず）及び受信集束された信号に基づいて対象体の超音波映像を形成するように動作
する映像処理部（図示せず）を備える。
　タッチスクリーンインターフェース形成部３２０は、ユーザの要請をタッチ方式で入力
を受けるための複数のボタンを備えるタッチスクリーンインターフェースを形成する。本
実施形態でタッチスクリーンインターフェースは図６～図９に示した通り、第１のタッチ
スクリーンインターフェース４１０及び第２のタッチスクリーンインターフェース４２０
を備える。第１のタッチスクリーンインターフェース４１０は、超音波診断モードの選択
のための複数の診断モードボタン４１２と超音波システム３００の設定のためのユーティ
リティボタン４１４を備える。第２のタッチスクリーンインターフェース４２０は、第１
のタッチスクリーンインターフェース４１０の各ボタンに該当する複数の映像調節ボタン
及び複数の設定ボタンを備える。
【００２１】
　ディスプレイ部３３０は、超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースをディス
プレイする。これに合せて、ディスプレイ部３３０はユーザのタッチを感知してそれによ
る感知信号（以下、タッチ感知信号という）を形成する。本実施形態でディスプレイ部３
３０は、タッチパネルＬＣＤ（ｔｏｕｃｈ　ｐａｎｅｌ　Ｌｉｑｕｉｄ－Ｃｒｙｓｔａｌ
－Ｄｉｓｐｌａｙ）によって具現できる。一方、ディスプレイ部３３０はユーザによって
回転可能である。
【００２２】
　回転感知部３４０は、ディスプレイ部３３０の回転を感知してそれによる感知信号（以
下、回転感知信号という）を形成する。本実施形態で感知部３４０は、ディスプレイ部３
３０の回転を感知し、図２に示した通り予め定られた角度（例えば０゜）を基準にディス
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プレイ部３３０が０゜～４５゜の範囲（Ｐ２）内で回転したものと判断されれば、第１の
回転感知信号を形成し、ディスプレイ部３３０が４５゜～９０゜の範囲（Ｐ１）内で回転
したものと判断されれば、第２の回転感知信号を形成する。
【００２３】
　接近感知部３５０は、ユーザがディスプレイ部３３０の予め設定された範囲（例えば、
予め設定された距離）以内に接近するのを感知し、それによる感知信号（以下、接近感知
信号という）を形成する。接近感知部３５０はユーザの接近を感知することができる装置
であれば、どんな装置であってもよい。
【００２４】
　制御部３６０は、超音波信号の送受信を制御する。また、制御部３６０は超音波映像及
びタッチスクリーンインターフェースの形成を制御する。これに合せて、制御部３６０は
回転感知部３４０からの回転感知信号及び接近感知部３５０からの接近感知信号に基づい
て超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースのディスプレイを制御する。本実施
形態で制御部３６０は、感知部３４０から第１の回転感知信号が入力されれば、図６に示
した通り第１のディスプレイ領域３３１及び第２のディスプレイ領域３３２のそれぞれを
ディスプレイ部３３０の画面領域の左右側に設定し、超音波診断部３１０からの超音波映
像（ＵＩ）を第１ディスプレイ領域３３１にディスプレイし、タッチスクリーンインター
フェース形成部３２０からの第１のタッチスクリーンインターフェース４１０を第２のデ
ィスプレイ領域３３２にディスプレイする。この時、第１のディスプレイ領域３３１と第
２のディスプレイ領域３３２のサイズ比率は、ディスプレイ部３３０の長手方向、即ち横
方向に３：１になり得る。制御部３６０は、接近感知部３５０から接近感知信号が入力さ
れれば、図７に示した通り、タッチスクリーンインターフェース形成部３２０からの第２
のタッチスクリーンインターフェース４２０を第２のディスプレイ領域３３２にディスプ
レイする。また、制御部３６０は、感知部３４０から第２の回転感知信号が入力されれば
、図８に示した通り、第３のディスプレイ領域３３３及び第４のディスプレイ領域３３４
をディスプレイ部３３０の画面領域の上下側に設定し、超音波診断部３１０からの超音波
映像（ＵＩ）を第３のディスプレイ領域３３３にディスプレイしてタッチスクリーンイン
ターフェース形成部３２０からの第１のタッチスクリーンインターフェース４１０を第４
のディスプレイ領域３３４にディスプレイする。この時、第３のディスプレイ領域３３３
と第４のディスプレイ領域３３４とのサイズ比率はディスプレイ部１３０の長手方向、即
ち、縦方向に７：１になり得る。制御部３６０は接近感知部３５０から接近感知信号が入
力されれば、図９に示した通りタッチスクリーンインターフェース形成部３２０からの第
２のタッチスクリーンインターフェース４２０を第４のディスプレイ領域３３４にディス
プレイする。一方、制御部３６０はディスプレイ部３３０からタッチ感知信号が入力され
れば、入力されたタッチ感知信号による超音波システム３００の動作を制御する。
【００２５】
　本発明が属する技術分野の当業者は、本発明がその技術的思想や必須の特徴を設定せず
、他の具体的な形態で実施できるということを理解することができる。従って、以上で記
述した実施形態は全ての面で例示的なものであり、限定的ではないことを理解しなければ
ならない。本発明の範囲は前記詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲の意味及び範囲そしてその等価概念から導き出される全ての設定または
変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【００２６】
　一例として、前述した実施形態ではディスプレイ部が回転可能であり、ディスプレイ部
の回転に伴って超音波映像及びタッチスクリーンインターフェースをディスプレイするも
のと説明したが、これに極めて限定されない。他の実施形態ではディスプレイ部が回転可
能ではなく、画面の縦の長さが横の長さより長く、超音波映像及びタッチスクリーンイン
ターフェースのそれぞれを画面の上下側にディスプレイすることができる。
【符号の説明】
【００２７】
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１１０、３１０超音波診断部
１２０、３２０タッチスクリーンインターフェース形成部
１３０、３３０ディスプレイ部
１４０、３４０感知部
１５０、３６０制御部
３５０接近感知部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】
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